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古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
派
手
で
な
い
が
持
続
性
が
あ
る
。
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
だ
。
で
も
注
目
さ
れ
な
い
。 

雑誌の印刷は白黒、元のカラー写真にし、少し追記した 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
古
い
建
物
が
多
い
。
使
い
続
け
て
い
る
。 

 

植物園で世界中の有用植物の栽培試験が行われていた 

オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
活
躍
し
て
い
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

。 
 



 

1990 年 JICA 専門家とて創設したばかりの陸水研究センターへ 

オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
時
代
の
建
物
、
ま
だ
使
わ
れ
て
い
る
。 

ジ
ャ
カ
ル
タ
平
野
の
溜
池
は
オ
ラ
ン
ダ
統
治
時
代
に
建
設
さ
れ
た
。
地
下
水
の
塩
水
化
を
防
ぐ
た
め
。 

オランダは、海面下の水が塩水化しないように淡水溜池を建設した。

いた 



手で食べるのが普通。 
フィンガーボールで、手を洗う。 

微
小
生
物
が
活
躍
す
る
と
、
濁
っ
た
水
も
き
れ
い
に
な
る
。 

 

水中の微小生物が活躍すれば、濁りを集めて、食べて、分解する。 
 



酸素不足の井戸水が茶色になる。階段状の水路をゆっくり流すと、
徐々に、透明な水になり、小石も茶色にならなくなる。 

ジ
ャ
カ
ル
タ
平
野
の
地
下
水
も
階
段
状
水
路
で
き
れ
い
に
な
っ
た
。 



濁った水路の水も、浅い水路で藻を繁殖させ、微小動物
を繁殖させて、濁り除去。最後に、砂ろ過。 

共
同
水
栓
管
理
を
し
な
い
と
、
浄
化
し
た
水
は
直
ぐ
に
無
く
な
る
。 

水を有料にし、共同水栓を女性が管理。
会計も女性の方が良かった。 



施設能力は十分で、余ったので、隣村へタンクで給水事業。 

健
康
村
に
な
っ
た
。 

世
界
へ
広
ま
る
ヤ
マ
ハ
の
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
タ
ー 

俳優の辰巳琢朗さんをおいしい水をつくる高崎の浄水場を案内。 



辰巳琢朗さんをインドネシアへも案内。 

愛
知
万
博
で
愛
・
地
球
賞
代
表
ス
ピ
ー
チ 

古い建物も補修して使い続ける。 



オックスフォードのバリオール・カレッジは 1263 年創設 

偏
西
風
の
力
で
風
車
を
回
す
。
持
続
可
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

緩速ろ過はまだ使える技術 

：アメリカ水道協会雑誌 

小
和
田
雅
子
さ
ん
は
外
務
省
時
代
に

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
し
た
。 



 

 

緩速ろ過は日本で生物浄化法として生まれ変わり、 

世界へ広まりだした。 

厚
労
省
は
上
田
市
の
浄
水
能
力
に
注
目 

コ
ロ
ナ
の
流
行
前
は
、
染
屋
浄
水
場
で
勉
強
会 

染屋浄水場には 780m2 のろ過池が 13 池。 

標準ろ過速度の 4.8m/d でろ過するなら  

4.8m/d x 780m2 x13 池＝48,672m3/d の能力。 

一人 1 日 0.3m3 供給なら 16 万人へ供給可能。 

長
野
県
企
業
局
はW

e
b

で
実
務
者
研
修
会
。

Y
o
u

T
u

b
e

で
配
信
。
現
在
も
見
え
る
。 


